
第７回厚生文教常任委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和８年８月 19 日（水曜）        午後１時 30 分 開会 

 休 憩 14:04-14:05 

午後２時 07 分 閉会 

休憩時間：０時間１分 会議時間：０時間 36 分 

会 議 場 所 ３階委員会室 

出 席 委 員 

氏   名 

 

委員長  立川 美穂 委 員  渡辺洋一郎  

副委員長 中村 和宏 委 員  橋本 和仁  

委 員  西尾 一則 委 員  中田智惠子  

委 員  常通 直人 委 員  小笠原 等 議 長  梶澤 幸治 

説 明 員 

教育推進課長 佐々木雅之   

教育推進課長補佐 加藤 伸啓   

教育総務係長 村島志津佳   

教育総務係主査 坂口 勝巳   

参 考 人    

欠 席 委 員 

氏   名 

   

   

事務局職員 事務局長 石田  哲 総務係長 竹川 恭史  

『会議に付した事件と会議結果など』 

 

１ 開 会 

委員長が開会を告げ、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

 

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 次期芽室町立小中学校配置計画について     資料 1-1～1-3 

・教育推進課長：教育総務係主査から説明する旨を告げる。 

・教育総務係主査：資料説明。 

・委員長：一括して質疑を行う。意見・質疑はないか？ 

・中村委員：資料 1-3 の 42 頁に学校教育推進協議会の答申がある。８月 10 日の協議 

 において、各委員からどのような意見が出たのか。特に議論となった点を伺う。 

・教育総務係主査：教育委員会が一部修正した内容で進めてほしいとの意見があった。 

また、統合に当たっては、子供同士の交流を密に行うこと、今後も要望が出た場合 

は協議すること、安全なスクールバス通学体制を整えること、統合に向けたスケジ 

ュールや進捗を定期的に説明すること、継続的に子供の心のケアに取り組むことな 

どの意見があった。 

・中村委員：答申の附帯意見では、統合に向けた進捗情報の提供や意見交換会の実施が 

求められている。パブリックコメントへの考え方を示した上で、改めて地域で説明 



や意見交換を行うのか。 

・教育推進課長：来週、学校教育推進協議会の答申を受けた計画案について、上美生 

小・中学校区に出向いて説明会を開催する予定である。 

・中村委員：地域説明会の具体的な日程や周知方法は決まっているのか。 

・教育総務係主査：８月 26 日に実施する予定である。保護者には学校を通じて連絡し、 

地域住民には地区協議会の協力を得て周知する。案内は本日から開始している。 

・中村委員：地域説明会では、パブリックコメントへの考え方だけでなく、学校教育推 

進協議会の答申や附帯意見についても説明するのか。 

・教育推進課長：答申書の詳細を逐一説明するものではないが、主な意見には触れる予 

定である。パブリックコメント等への考え方と計画への反映内容、計画案の成り立 

ちについて、改めて丁寧に説明する。 

・橋本委員：資料 1-3 の 42 頁、附帯意見の 5番にある「閉校となる地域独自の教育資 

源の活用や継承」について、現時点でどのように考えているのか。 

・教育総務係主査：現在、上美生小・中学校では、上美生中学校エリア学園として、小 

中９年間の連続した学びを地域と協働して進めている。統合後は新たなエリア学園 

の中で、地域の協力を得ながら、上美生地域の教育資源をどのように芽室中学校エ 

リア学園へ継承するかを議論していくことになる。 

・橋本委員：「地域独自の教育資源」には山村留学も含まれると理解してよいか。 

・教育推進課長：山村留学が含まれないとは考えていないが、それだけに限定したもの 

とは捉えていない。地域が培ってきた様々な魅力や教育資源を、学校が変わった後 

も継承する取組を求める意見と受け止めている。 

・中田委員：統合の影響を受ける児童生徒本人の意見や不安をどのように把握するの 

か。アンケートや意見を聴く機会を設け、その結果を交流事業、通学、学校生活の準 

備に反映する考えはあるか。 

・教育推進課長：庁内での合意形成前であり、決定事項ではないが、統廃合に伴う教職 

員の加配を申請し、児童生徒に手厚く寄り添いたいと考えている。また、閉校予定校 

にはスクールライフアドバイザーが常駐する時間を設け、児童生徒の心の揺れや不 

安を把握し、ケアに努めることを検討している。 

・中村委員：文部科学省の手引では、学校が地域コミュニティーの核であることを踏ま 

え、総合教育会議における首長部局との連携が示されている。今回の計画について、 

総合教育会議をどのように位置づけているのか。 

・教育推進課長：総合教育会議は年２回開催している。今年度は総合計画の見直しに 

伴い、教育大綱及び教育振興基本計画を策定する予定であり、学校配置計画はこれ 

らにも大きく影響するため、総合教育会議でも議論することになる。また、総合教育 

会議に限らず、町長、副町長、教育長で計画案の進め方を随時協議しており、今後も 

連携して進める。 

・委員長：他にないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：以上で調査事項「ア」を終了する。 

 



・委員長：本日の調査事項について、自由討議を行う。意見はないか？ 

 ・中村委員：パブリックコメントの結果と教育委員会の考え方が示された。８月 26 日

に上美生地域で説明会を開催するとのことであり、その際に新たな意見が出る可能

性もある。説明会の結果について、委員会で改めて調査する機会を設けてほしい。 

・委員長：今後については正副委員長で協議して進める。他にないか？ 

・（なし） 

・委員長：自由討議を終了する。 

 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程について 

   正副一任 

 

（２）その他 

 ・委員長：「その他」で各委員からないか？ 

・（なし） 

・委員長：議長からないか？ 

・（なし） 

・委員長：事務局からないか？ 

・（なし） 

 

以上をもって、厚生文教常任委員会を終了する。 

 

傍 聴 者 数 一般者 ２名 報道関係者 ０名 議 員 １名 合計 ３名 

  

令和８年８月 19 日 

厚生文教常任委員会委員長 立 川 美 穂 

 

 


